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溶融施設プラットホーム入口自動扉交換修繕

敷地全体平面図

溶融施設プラットホーム入口側平面詳細図
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溶融施設プラットホーム入口側平面詳細図
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　　　　また、扉が腐食しにくい工夫を施すこと。

　１　スチ－ル製自動扉（引き分け戸タイプ）

仕 様

引分スチール製自動扉（既設近似色仕上）

点検扉④点検扉① 点検扉② 点検扉③

ガイドレール

ガイドローラー
L字アングル

戸当りゴム

堀込引手   
※プラットホーム側のみ設置

召し合わせゴム

【自動扉修繕箇所仕様】

　　　※材質は既設の扉と同等とすること。

自 動 扉 姿 図

※← →は、引分戸であることを意味する。

４
件 名 溶融プラットホーム入口自動扉交換修繕

入口自動扉姿図・仕様図

（既設ＲＣ壁面）

（既設ＲＣ壁面）

（既設ＲＣ壁面）

　　　参考型番：増田産業製　FD-202

　２　堀込引手（プラットホーム側のみ設置）

　３　召し合わせゴム

　　(1) 参考型番：ホクショー製　HC-49

　　(2) 参考型番：ホクショー製　HC-50

　　(1) 既設支柱側　参考型番：ホクショー製　PS-37

　　(2) 参考型番：ホクショー製　GA-41

　　　　※分割納品可能とする。

　　　　※分割納品可能とする。

　　(1) ステンレス製 角棒　□２０ 全長 8,350mm

　　(2) ステンレス製 溝形鋼　100×50×5×7.5 全長 8,500mm

　　　※既設のハンガーレールに取付可能なものとすること。

　　　参考型番：ナブコ製　120マルＦＷドアハンガ

　５　ガイドレール

　６　ガイドローラー

　７　ドアハンガ

※・停電時や開閉装置故障時に備え、手動で開閉ができる構造とすること。

・作業日数は延べ３日程度とする。

・上記内容での施工が困難な場合、別途監督員と協議を行い、決定するものとする。
・作業日はごみ受入のない日曜日を原則とする。

・新設ガイドレール敷設後、モルタル養生期間中、ごみ収集車および搬入車両に対し
　保護養生を行うこと。

　　　※アクリル焼付け塗装とし、既設扉に近い塗装色とすること。

数量

２枚

２個

１本

１本

２本

２個

１式

４台

２台

　４　戸当りゴム



自動扉（プラットホーム外側）姿図
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参考型番：GA-41

スチール製自動扉

ガイドレール 

自動扉
スチール製

点検扉
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5
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既設アスファルト舗装

既設コンクリート

はつり補修部分
既設コンクリート

既設基礎

プラットホーム

自動扉付近断面図

ガイドレール　断面詳細図　Ｓ＝１：２

ガイドレール　詳細図

４

モルタル充填

溶接アンカー ＠400

※既設ガイドレール撤去後、溶接アンカーを打ち込み、新設溝形鋼と溶接すること。

6 69 50

90

Ｌ＝8,600

ガイドレール詳細図

入口自動扉姿図
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既設コンクリート

100×50×5×7.5

ステンレス製　100×50×5×7.5

角棒　ステンレス製 □20×20

Ｍ５皿ビス(ステンレス製)止め

スベリ板　ステンレス製

溝形鋼　ステンレス製

75×75×６

Ｌ型アングル　ステンレス製

自動扉（プラットホーム内側）姿図

・新設ガイドレール敷設後、モルタル養生期間中、ごみ収集車および搬入車両に対し、保護養生を行うこと。

ステンレス製　□20×20　Ｌ＝8,350

ガイドレール(溝形鋼部分)
ステンレス製　100×50×5×7.5
Ｌ＝8,500



参考型番：120マルＦＷドアハンガ
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4-M10ボルト

ドアハンガ（右図参照）

点検扉

プラットホーム内側

自動扉　断面図

スチール製自動扉

ガイドローラー
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参考型番：PS-37

ガイドレール

スチール製自動扉

自動扉エンジンケース支柱（再利用）
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自動扉　詳細図

ドアハンガ　詳細図　Ｓ＝１：２

ガイドローラー　参考図　Ｓ＝１：２

ガイドレール
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件 名 溶融プラットホーム入口自動扉交換修繕

入口自動扉　各種詳細図

凸型　参考型番：HC-49
凹型　参考型番：HC-50

召し合わせゴム


